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　純文学雑誌の将来は従来の同人組織的要素が次第に濃厚となり、或は夫々の流派に依る、主義に依る、または友誼的結合に依る──等々の基礎が漸く堅固となり、各自々々に文芸王国を形成するかの如き状態に発展して行くのではなからうか。
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※底本編集時に付されたと思われる、表題冒頭の「●」は省きました。

※「文芸雑誌の過去・現在・未来に就いて」と題したアンケートへの、「同人雑誌的要素」との回答です。
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